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第45回 愛媛県森林林業技術研究発表会

「間伐が遅れた人工林の実態から考える」
愛媛県林業研究センター 主任研究員　　石川　実

　愛媛県では、スギ・ヒノキ人工林のうち40～60年生の占める比率が高くなり
蓄積量も増加し、様々な施策により間伐が推進され、素材生産量増加が期待さ
れています。一方、この林齢の林分には、下刈り後１回程度の間伐で、20年以上も
無施業の林分も見られます。このような林分は、蓄積量は増加していますが、高
密度で樹冠が枯れ上がり、枯死木や気象被害木も見られ、間伐遅れと思われます。
この実態を分析し今後の施業について考えます。

「人工林の高齢化・長伐期化へ向けた適切な育林手法を探る」

　人工林の高齢化が進んでいる現状で、木材資源を将来にわたり活用していく
ためには、現在ある人工林を適切に管理していくことが重要です。しかし、手入れ
不足の人工林がそのまま高齢化した場合、はたして生産性の高い人工林ができる
のでしょうか？
　本発表では高齢人工林（80年生以上）等の事例を紹介し、手入れ不足となって
いる現在の壮齢人工林（ここでは主に40～60年生）を長伐期に適した人工林へと
誘導する手法について議論していきたいと考えています。

四国支所 主任研究員　　宮本和樹

「四国の急傾斜地におけるスギ・ヒノキ人工林の表土の実態について」

　ヒノキ人工林では、急傾斜地ほど表土の移動量が多くなることが知られています。
しかし、それは実際に林業の持続性を脅かすほど大きな影響なのでしょうか？
一方、長伐期は表土保全に良いと考えられていますが、その効果はどの程度なので
しょうか？
　この発表では、現在、私たちが取り組んでいる調査（様々な林齢・傾斜のスギ・
ヒノキ人工林における土壌調査）を紹介しながら現場をよく知るみなさんと議論し
たいと思います。

四国支所  森林生態系変動研究グループ長　　酒井寿夫

　人工林の長伐期施業は林業経営の重要な選択肢の一つですが、一方、気象害、病虫害、獣害、施業
による人為的な傷害など、様々な被害を受ける危険性もはらんでいます。特に、材内に生じた傷は
林齢の増加に伴って蓄積されるため、被害リスクの増大が懸念されます。
　ここでは材質劣化病虫害を例に、林齢と被害発生割合の関係について紹介して、伐期選択を考
える条件の一つとして示したいと思います。

「人工林の長伐期化による被害リスクの予測」
四国支所 流域森林保全研究グループ長　　佐藤重穂
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